
無定位磁力計による地震前兆現象について持

向' 木

* .1. 序

〆 1959年，宮本貞夫(東京都雪ヶ谷高校教官)が，これ

から述べる方法(高木式地震予知法)により，気象庁が

研究段階として，乙の器械の観測網を持つように，国会

K請願して以来，再びこの方法がマスコし学界その他

で問題になるようになり，各方面から，私が10数年前

にやった研究の再会聞を要望されますので，乙れからそ
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測定すべき水成岩をいくら回してみても無定位磁力計が

全然ふれないというのです.何か大きな力である方向に

引張られておるような感じだとのことでありました.私

はその原因がトタン板の暗室にあると推定し，地震の資

料は送るから観測を継続するように依頼して帰ったので

す.しかし田無では 10分ごとに目視観測をしていた関

係で，十分な統計もとれませんでした.そのうち，田無

も戦時研究に忙しくなったのと，研究員の応召等で，こ

の概要を二一括してここに再録したいと思います. この研 .の観測もできなくなり，翌年(1944年)，私のほうに引続

究の詳しいことは「地震前兆現象についてJ第1報(山5 いでくれと依頼してきました.私は藤原台長の了解と援

年ガリ版)，同第2報 (1945年ガリ版)，同第3報 (1946 助のもとに，この研究を継続することにしたのです.地

年ガリ版)，同第4報 (1947年神戸海洋気象台要報ガリ 震計室の暗室がトタン張りであったので，これを利用し

版)として発行しでありますが，当時は戦後の疲弊時代 て，この中に無定位磁力計を設置し，観測も閉視観測で

であり，紙不足のため部数も僅か 30部くらいしか印刷 なく， ~4時間記録が取れるよう光学的に改めて，観測を

しなかったため，大部分の方は御存知なかったかと思わ ー開始したのが同年9月のことでありました. しばらく観

、れます. ‘ e 測しているうちに，吉塚がいっていた現象ではなく，第

* 2. 発 端

1943年，電気試験所回無分室の吉塚正志技手は，中央

気象台長瀧原咲平l乙手紙で，無定位磁力計使用の実験中，

地震前兆と思われる現象に遭遇したから検討してみてく

れないかといってきました.これと同文のものを東京大，

学地球物理学教室および地震研究所その他にも送付した

のですが，返事があったのは中央気象台へ出したものだ

けだったと後で吉塚より聞きました.藤原台長はこの手

紙を地震課に回して，誰か検討するようにとのことでし

た.当時地震諜勤務の職員の中には地磁気関係に詳しい

人が一人もなく，誰も検討しようという人がなく，結局私

が検討を命ぜられるようなことになったtのです.‘回無に

行ってみますと，2坪くらいの大きさのトタン板張りの暗

室のそばで，無定位磁力計による水成岩の帯磁方位を測

定していました.この器械が大きな地震の2-3日前か

ら測定不能になるということでありました.すなわち，

卦 S. Takagi: On the Forerunning Phenomena of 

Earthquakes Observed by the Astatic Magneto-

meter (Received.Feb. 10， 1960). 

糊気象庁研修所

1図の示すような特殊な現象を発見しました.これに目

をつけて地震との関係をみましたところ，第2図に示す

ように，この現象が出ない時は地震もなく，この現象が

出始めると地震も起ることがわかってきたのであります.

それで私はこの現象を「無定位磁力計による地震前兆現

巨土持世間百一

第1図.地震前兆現象

象」と命名して研究することにしたのでした.藤原台長

は特に興味を示され，種々と援助を頂いたのですが，何

しろ当時は敗戦への道程をたどっていた時代でしたがら，

物資の欠乏に悩まされ，特に定着液の入手難には，しば

しば観測の中止も.やむを得ませんでした.

* 3.装置
この装置の主体である無定位磁力計は柏木好三郎(前

中央気象台長岡田武松ι同期に東京大学を卒業し，第8

ー-29一ー
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高等学校教授，後に気象技術官養成所講師)が発明した

ものであります.この装置には，長さ 20cmの薄いア

Jレミヰュムム板の両端に 200maxwellの強さの棒磁石

(長さ 3cm)を極を互に逆lどして水平につけ，約 1m

のタングステン糸(径 O.Olrhm)で、吊でったものを用い

ました.この無定位磁力計は径6cmのガラスの筒に封

じであります(第3図参照). このガラ hの筒の下万 10

-20 cmの所lこトタン板を 2枚水平にくっつけて敷告

ました.

乙のトタン板2枚は接続しであります.まだこの場合

はトタン板を水平に敷いてありますがr場所によっては

これを垂直にたててかけてもさしっかえありません.こ

のように無定位磁力計とトタン板との組合せを高木式地

震予知器といっています.私が用いたものは，この装置

をトタン板の止にぶらさげて自己振動周期が4秒程度に

チ包前，地震と第 2 図.

トn板

置

な己ていました. この無定位磁力計の運動を記録させる

ため，アjレミ板の中央に小さい反射鏡を取付け，前方1m

の所に記録器を設置して，光学的に記録をとっていま、す.

-:c-30ー

，第3図.装



無定位磁力計i乙よる地震前兆現象についてー一高木

/14I.1.L /48.草唆ー

A 4←←一一 6

× 

0 50OK仇

比四泊'え

/f44; f. ;.佐 /J-~革唄

/1*4 ~ /.5，ノ'.28，手 ~jを

B 日.".，JI ~t仲，'(IIN…

IN/;; 究17. 6時33づき

金華ム沖

"川仇~州叫~ト…一一い川J 一一.""'^..... ……ヤ一一wプ一:十一一一一~ r ~円? 
C …………輸一角-‘由‘由A一J払加加N川…"'"…一一……叩叩'一一一一…叫叩……品州山…~一一，一?

却附和附吋帆叩…-->-附い一一川川一Iμアs

宮孟;沖中 -1./.1 

'/14え1.2.之 3B幸E身

D 

1'14.4. ~ 24， • 3 a.手ど更

はおむね叫に池町以てどこたr=

?'‘ 'f分
言Eゑt氏。時長

第 4 図・ 前，兆よ地震

- 31・』

65 

マー



66 験 i芸時報 25巻 2号・

S 4.・前兆と地震

第2区H乙地震と前兆との関係を並べておきましたが，

次に個々の地震に対する前兆と思われるものを一つ一つ

調べてみましょう.第4図がそれであります.第41支!の

左側の前兆に対し，第4図の右側の地震が起ったものと

考えてみたのであります.最初ですから一応このように

考えてみてもさしっかえないと思いました.そうします

と， tごいたい地震の 3........4目前に前兆は出るものと思わ

れるのですが，この法則がその後の観測にも当てはまる

かどうかをみればよいことになります. ところが，前兆

現象のほうもかなりひんぱんに出現しますし，地震のほ

うも同じようにひんぱんに起るものでありますから，必

ず前兆であるという証明もできなければ，前兆でないと

いう証明もできないことがわかりました. しかし運よく

観測中に，第2図の9月2日から13日の間のように，か

なり長い間前兆の出現しない区聞があったのですが，う

まいことにその区間中に地震も起らなかったのでありま

す.そうして再び前兆が出現し始めるとまた地震も起り

だすということがわかりました. しかし，必ず 3--4日

前に前兆が現われるとは限りませんで 1目前であるこ

ともあり 7，..;.， 8目前であることもあったのです.これは

当時まだ観測資料の積み方が短かかったためにこのよう

な錯覚を起したものでありまして，その後数年にわたっ

て観測してみたところ，小さい地震および大きくても遠

い地震，または非常に深い地震に対しては前兆は現われ

ていないと考えた、ほうがよく，近くて大きな地震に対し

てート月くらいまたは半月くらい前から引続き前兆が出

ていたと考えたほうがより合理的で、あるように思いまし

た.たとえば，第2図の9月14日から 24日までのひん

ぱんな前兆現象は10月3日の八戸沖の地震に対する前兆

とみ， 10月10日から 19日までの前兆は 10月26日の福

島県沖の地震に対する前兆とみたほうがいいようで、宇.

第2図もそのように見なおしますと，全くよく合致して

いるように思われます.そこで、全国に観測網を作ってみ

れば，地震と関係があるゐのであるかないかが，もっと

はっきりするであろうと思いました.

S 5. 前兆現象の追究

一万このような前兆現象が何によって起るのか，すな

わち，地電流の変化によって起っているのか，地磁気の

変化によって起っているのか，またはもっと他のものに

よって起っておるのか，これがわからなければ科学性を

疑われでもしかたがないので，そのほうの研究も数年間

やってみました.

実験 1 トタン板がペコンペコンと動くためにこのよ

うな現象を呈するのだという考えがありました.そこで，

このトタン板を踏みつけて，ペコンペコンさせてみたの

でありますが，無:定位磁力計は前兆現象類似の変位も示

さなければ，振動もしないのです.ほとんど変化がない

のでありrます. これで， トタン板のペコンペコンではな

いこともわかりました.

、実験 2 無定住磁力計の上万の棒磁力に外万より他の

棒磁力を近づけ振動させた後この棒磁力を取除くと，自

己振動をしますが，この時は零線のずれが起りません.

元のところに静止するのであります.これより，この現

象を起させるものは， トタン板にヒステレシス様の現象

を残すものである ζとがわかりました(前兆現象の中に

はヒステレシスを残さないものもありましたが)・、

実験 3 このような装置でありますから，無定位磁力

計を動かす最後の力は磁力であることはわかるのですが，

この磁力の原因には地電流と地磁気が考えられます.そ

こでまず地電流についての実験を読みましたトタン板

の両端に銅線をハンダ付けして， トタシ板の両端の電位

差を計つでみると， 2. 6X 10-5 voltありました.両端の

距離は2mで，測定に用いたガルパの内部抵抗は 345n 
のものでありました.

普通地電流の電位差は 1km ーに対し 10数ミリボjレト

の程度でありますから， トタン板の両端の電位差とだい

たい一致しでおります.次にガJレパをつないだままで，

このトタジ板の下にガイシを敷いて，地電流から絶縁す

ると，かなり長い時間の末，ガjレパは徐々は零位置にも

どります.これより床上におかれたトタン板には，地電

流が流れておると考えてよいように思いました.そうし

てその影響はかなり残留するようです.

実験 4 同様の装置を 2組作り，一万の装置のトタン

板はガ4シで地電流から絶縁し，他方の装置のトタン板併

は絶縁しないままにじておいて，同時観測をしてみたと

ころ，だいたい両万とも，前-兆現象が現われますが，時

々一万にしか出ないこともありました.これでだいたい

地電流そのものによるのでないことはわかりましたが，

どうぶても疑問の点が残ったので、あります

実験5 以上でだいたい磁気関係であることがわかっ

たので，念のため， トタン板の替りに銅板を敷いたもの

と， トタン板を敷いたものとの 2装置を同時に観測した

ところ，銅板のほうには全然前兆現象は出ませんでした.

0くに銅板の替りに鉄板(入手難のため，厚さ1.5mm 

のものを)十Jt、た)、を敷いたものと， トタン板(厚さ o.3 

- 32-
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mm)を敷いたものを同時に観測したところ，鉄板のほ

うには前兆らしいものは出ますが， トタン板の場合程は

っきりじませんでした.

ζれらの実験か、ら，地震予知のためには， トタン板を

用いるのが最上だと思ったのです.

実験 6 そζで人工磁場を作ってみることにしました.

j目いたコイルは高さ 145cm，横 130cmの四角な枠に被

震20番の銅線を 5回巻いたものであります.これを，

トタン板を敷いたままの装置の前万または横 100cmか

ら250cm離して立てかけ， 6 Vまたは 3Vの電池につ

ないで人工磁場を照射じたところ，前兆現象類似の振動

を示しました. しかしこの電流を切った時，元には帰ら

ないで，幾分ヒステレシスが残ります.

次lこドタン板を取払い同様の実験をくり返えすと，磁

力計の向きとコイルの位置との関係で， トタン板のある

場合の半分Lか変位しない位置と，同程度以上に変位す

る位置とができまじた.

このことから，乙の装置はトタン板のあるおかげで， . 

ある程度いろいろな向きの磁場変化を等分に記録するこ

とがわかりまじた(幾分万向性はあるが)

実験 7 以上でこの装置はだいたい磁場変化を記録し

ておると思われるので，無定位磁力計をトタン板(当時金ー

属板としてはトタン板しか入手できなかったため)です

っかり覆い，記録のため光線の入る穴だけは金網を使っ

て記録をとってみたところ，やはり前兆現象が現われる

ので寸.磁気的にはシー jレドされてお石はずだから何も

現われないにろうと思ったのですが，案に相違したわけ

です.これが私に疑問を抱かせた第2の点です. しかじ

これは当時私がそう思ったTごけで，この実験はトタン板

を用いてシールドした点に欠陥があったと思うています.

実験 8 そこで念のため 2装置ともトタン板を敷い

たままで，同時に観測してみることにしました.そうす

ると， 1.ごいたい両装置とも同じような時五Ij• (タイムマー

クを入れることができなかったので)に前兆現象は現わ

れ芯のですが，時として同時刻で-ない時もあるのです.

これが私の第3の疑点でありました. しかし，この点、に

ついては最近宮本貞夫が，乙の装置の周期特性を求め，

ある周期の磁場変化に鋭敏である性質がわかってきまし

て，あるいは，両装置の固有周期が同じで、なかったこと

に原因しておるのではないかと思っています.

器栂の特性 この器械の特性については，私は別に詳

しくは検討しませんでした. しかし当時柿岡地磁気観測

所広勤務していました石川業六は数学的に検討を試み，

ゐる結果は出したのですがト残念ながら逼動万程式の導

き方tこ間違いを生じていまして，全検討が無意味に終っ

ております(Journ，Met. Sec. Japan， 28. アスタテ

ックマグネットペリオメーターについて参照).それで

次に数学的に検討してみることにします.

この器械の運動方程式は，主磁場 M の万向を角の主

軸にとり，無定位磁力計の変位角を Oとし，付・加磁場

iJM の方向角を ψ としますと，

d2fJ ， " ，.6r2l +2n . ，，" ，.6r2l十213
I一五~=-M!I夕 、infJ十iJMM'←一一一←ー手ζF了Slll(J T LJ1VllVl' (r2 -l2) 3 

Xsin(ψ-fJ)-kfJ 

となります.θ を微小な角としますと，

d2fJ ; " ， ， ".6r2l十213
Idt; +{(M十iJM cosψ)MUZ巧E十k}fJ

6r2l+2l3 
=iJMM'::i一一一一一f-(T2-12)8 smψ 、、，，，ti

 

〆，.、、

となります. こ〉に，

Iは無定位磁力計の慣性能率

M はトタン板が磁気感応で生じた磁力の能率

iJMは前兆現象を起させると思われる・付加磁場によっ

てトタジ板が磁気感応で生じた付加磁力の能率

M'は無定位磁力計の磁石-の磁力の能率

T は無定位磁力計の二づの磁石の中聞からトタン板ま

での距離(詳しくいえば少し違いますが，常tこr>l

であります)

U は無定位磁力計の二つの磁石の間隔

hは吊り糸のねじりによって生ずる‘復元力の能率の係

数(この装置ではほとんどこの項はきかない位小さ

くなっています)

であります.

この器械では，kはその前の項に比し省11惜しでもよい

程小さく作つでありますので，この器械の自己振動周期

T。は，iJM=Oの時の周期と同じですから，

To=277:AI ú-，.~~ぞと二台-;:;-，0，- (2) 
'v MM' (6r2l + 2l3) 

となります. したがって無定位磁力計をトタン板に近ず

ければ近ずけるほど，自己振動周期は小さくなります.

次l乙付加磁場の項の iJM は ψを一定とし大きさが

周期振動的に変化するものと一応してみますると，

iJM=A sin 1りt (3 r 
とおけます.一万 kはこの器械では省略しでもさしっ

かえませんから， (1)式は

d2fJ 
df2十(n2+d2sin pt)fJ=B2 sin ρt 

となります. C¥.t乙n，α，β はそれぞれ

n2=M%:笠どJ十号f3)一
l~= I(r2-f2)3 

( 4') 

ー~ 33・ー
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α2_AM'I(俳句+2[3)
一一l(r2コ2)了←cosψ，

β2_A~~， (6r2[ + 2[3) . 
一←ー(r2_[2)3 sm ψ， 

でみります. もちろん M は地球磁場による項でありま

すから

M>>A 

と考えるのは当然と思います. したがって

n22ぅα2>β2

となります.

次に(4)式を解くのですが，この微分万程式はまだ

誰も正式には解いていないようです. 乙の詳しい解法は

あまり長くなりますから，こ 'dこは述べませんが，この

式を，初期保件 t=0で D=O(最初静止していた)お

I dD ¥ _ (dα2 sin Pハ
.よび(d; ん。=よ~~d;u r~)円のもとに， n2>>α2戸β2

の場合として解きますと，

ω いpt-3jj(長一小山
十日出~(去一32)(JL-ゆin5 Pf 

山 抗m(;L-F12)(7;-P)
(長一寸sid?rbvL 〕m=叫 2，••• ••. (6) 

となります. これは商白い級数でありますが，あまり長

くなりまずから詳しいことは省きます この式から7，
すなわち自己振動周期に対する L1M の周期の比と Oの

振l隔の関係(特性曲線)を求めますと第5区!となります.

匂"10同~

03 

0.2 

。1

003 

001 

001 
00/ 002 QOS 0.1 Ol， 03 0， l， 3 ;- 10 

ノ

第51zl.装置の振動特性

h 

20)0 SO' /00え

ほとんど同じ程度の敏感度ですが，この|時はらinptの振

v動をすることがわかります，前兆現象はだし、たい sinnt 

の振動をしていることを考えますと，L1M-はす>1と

なっておるように思います.

S 6. 観測網の設置

以上のように， .一点の観測では，地震と関係がないと

いうこともできなければ，地震と関係があるということ

もできません.そこで全国に観測網を作ってみました.

東京，大阪，尾鷲，鹿児島がそれであります観測資材

の関係で，この 4か所が欠測なく同時観測ができた期間

はほんの僅かな間でありましたが，その僅かの間のうち

に，歴史的な大地震 (1946年 12月21日南海道大地震)

が起りまして，特殊な前兆をとらえることに成功しまし

た.その模様を第6図に示しておきます.詳しドことは

「地震前兆現象について第4報(神戸海洋気象台要報)J

を参照して頂くこととしてj結果だけ述べますと，尾鷲

と大阪だけに大地震前2-3週間前から特殊な前兆現象

が出始めて大地震が起っており，東京，鹿児島にはその

ような特殊な前兆現象はなく，普通の前兆現象しか現わ

れていなかったのであります. これを見まじても，地震

に近い観測所には，何か異常が現われるように思います.

しかし全国 4か所ではあまりにも観測網があら過ぎるよ

うに思いました.それで、もやはり地震に近い所では，何

か磁気的な変化が地震前にあったことは確かなように思

われます(尾鷲では常時は全然振動がなくほとんど平行

線を記録するだけですので，第6回の尾鷲の特別記象は

東京の常時のように見えますが，これはこの時だけに出

た現象ずありました)

S 7. 火山活動と前兆現象

桜島火山が 1946年 1月より溶岩を流出するほどの活

♂動を始めたため，当時の中央気象台長藤原咲平は，この

器械を鹿児島にも設置するように占要請されま，した.そ

れで鹿児島に設置した・のが，".1946年5月でありました.

この観測点は後に 4か所の観測網のーっとして利用され

たのでありますが，それについては前項で述べました.

r器械を設置してみたところ，鹿児島でもやはり前兆現象

が出るのであ、ります.それで火山の活動との関係を調べ

これよりLの器械は自己振動周期よりも長い周期の L1M ましたところ，第7図に示しましたように，やはり活動

に対しては急速に鈍感になる上に， L1M の周期に無関 前に前兆が出るように思われました.これは，火山と地

係にいつでも sinntの振動をすることがわかります・ 震を全然別個のものと取り扱っている人々には奇異な感

そう.して自己振動周期よりも早い周期のL1Mi乙対しては じを抱かせることでしょうが，火山と地震を全然同ーの

...;..... 34-
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第ア図.桜島火山活動と鹿児島での前兆現象

一応観測は打切って，また時期をみて研究を継続するずつ

もりで、中止しました. しかし，以上に述べましたように，

何か地震と関係がありそうだという程度にはわかったつ

もりでおります. しかし，いろいろな疑点があることも

述べておきまじたー

この研究調査にあたりまして，前中央気象台長藤原咲

平および現在の気象庁長官和達清夫(当時中央気象台総

務部長)を始めとし-:(，多1くの技術者および事務官なら

びに一般市民の心からなる援助を受けました.それ故，

一々名前を掲載して感謝の意を表すべきだと思いますが，
、

あまり lに乙多人数にわたつていま[しノて， とうてい全部を書

きつくすこともできませんので記載しませんが，私の心

のヰlで，それらの人々には常に感謝の気持を抱いており

ます.

最後に参考のため地震予知年表，をつけておきます.

- 35-

末

こうして戦中戦後の物資不足の 5年間努力してきまし

たが， 1949年の大幅な人員整理が行われ，余分な入手が

なくなったと同時に学術会議の中にあった地震予知委員

会も廃止されて，そこから出ていた資金も来なくなりま

した.そこでこれ以上測候所に観測を依頼することも無

理のように思いまじたので，中途半把ではありますが，

J 
ものとして取り扱っている人々には当然の乙とと考えら

れるでしょう.第7図は 1946年7，8月の小休止状態

から 9月の小活動期に入った時の観測結果であります.

第6回の9月11日、から 10月2日までを見て頂くとわか

るように，火山活動は活発ですが地震は起っていないの

です.しかしその期間，前兆現象は火山活動の前に起っ

ています.これで-火山活動の前兆としても出現すること

がわかりました.

終S 8. 
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献文容内名人時

大森房吉著，地震学講話地震を占い予報したが，はずれたため遠島とえEる泰親

象

佑-安1177年

地震，第4巻人造鉄攻を作り，地震予知を試む E叫l佐久間1858 

サンフうンシスコ新聞

震災予防調査会報告，67号

激震地移動則より，チリー地震を予報，あたる

火山活動の周期説提出

関東大地震の際，異常地電流認む

士
口房

同

森大1906 

1910 

科学園，第4巻

震研ヰ報，第2号

義!跨烏自1924 

地震，第 1巻

地震，第3巻

東北大学ヰ報，第21巻

地表傾動が地震の前兆として役立つことを主張

地殻変動が地震の前兆として認められる乙とに注意

安政の江戸大地震の前駆現象を紹介

地磁気異常が前兆として認められることを報告

巳四雄

恒

武者r 金吉

加藤愛雄
中村左衛門太郎

水土 武

明

本

村

石

A 
寸

1927 

1929 

1931 

1932 

震研ヰ報，第13号浅間火山爆発と前駆微動との関係を明らかにする1935 

地震，第7巻地震前の動物異常生態および南米土人の地震予知法紹介金者武同

地球， 24号

震研ヰ報，第15号

柿岡地磁気観測所
要報，第 1巻

地球物理，第 3巻

同

科学園，第4巻

高木聖著，地震前兆現象
について

同

同

周期説より，桜島火山噴火を予想す

長短両基線の地電位差より地震予知が可能であると主張

阿蘇火山爆発と年輪との関係より火山予知の可能性を示
す

阿蘇火山微動よりー火山爆発の予知の可能性を論ず

阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度との関係から爆発予知の
可能性を論ず
鳥取大地震と地電流との関係より地震前に異常があるこ
とを認める

無定位磁力計の異常と地震との関係を発見

椋平虹による地震予知法を発表.
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地学雑誌

佐々憲三著，地震
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研究時報，第 8巻

験震時報，第24巻

同

無定位磁力計を用いた高木装置にて地震予知を試む

太平洋運動と地震活動どの関係から地震予知の可能性主
張
短周期電波の異常反射が地震の前兆に現われることを報
告・ ， 

周期説，地殻伸縮許その他より淀川地震を予報し京都で
は大騒ぎとな~1) ，住民は研究費を貢いだが予報ははずれた
特殊走時曲線より秩父地震を予報い秩父では地代家賃
が下ったが，予報ははずれた

地震波伝ぱ速度の異常より地震予知が可能なことを主張

磁気異常より新潟地震を予報したが，はずれた

有珠火山の微動と爆発Eの関係から，爆発予知ができる
ことを主張
登別温泉の沃素イオン含有量の変化より，同地域の火山
活動を予測し，あたる
三原山火山微動の P-Sが短くなると火山爆発が起るこ
とを発見‘

周期説より浅間火山の爆発を予報、し，あたる

安井方程式により桜島火山爆発の予知を試みる

高木装置により初めて地震の予報をラジオを通じ発表し，
あたる
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